
二
一

資
料
紹
介

関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
野
里
梅
園
『
摽摽
有
梅
』
と
大
田
南
畝
の
序
文
に
つ
い
て

並
　
河
　
暢
　
子

は
じ
め
に

　

野
里
梅
園
は
大
坂
の
南
組
惣
年
寄
を
勤
め
た
人
物
で
、
古
物
を
好
み
、
各
地
に
伝

わ
る
古
器
物
や
古
書
画
、
古
文
書
な
ど
を
模
写
・
影
写
等
し
て
収
集
し
た
。
収
集
さ

れ
た
模
写
・
影
写
類
は
、
資
料
帳
と
し
て
『
摽
有
梅
』
と
名
付
け
ら
れ
残
さ
れ
て
い

る
。
野
里
は
、
こ
の
『
摽
有
梅
』
な
ど
を
原
資
料
と
し
て
文
政
十
一
年
に
『
梅
園
奇

賞
』
を
、
天
保
五
年
に
『
本
朝
画
図
品
目
』
を
編
集
・
刊
行
し
て
い
る①
。

　
『
摽
有
梅
』
は
各
所
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
自
筆
本
や
転
写
本
が
知
ら
れ
る
が②
、
関
西

大
学
図
書
館
も
写
本
を
一
本
所
蔵
す
る
。（
以
下
、
関
大
本
『
摽
有
梅
』）
本
稿
で
は
、

『
摽
有
梅
』
の
写
本
の
な
か
で
、
比
較
的
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
関
大
本
『
摽
有

梅
』
と
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
大
田
南
畝
の
序
文
を
紹
介
し
た
い
。

一
　
関
大
本
『
摽摽
有
梅
』
の
書
誌
と
特
徴

　

関
大
本
『
摽
有
梅
』
は
、
巻
一
か
ら
巻
五
の
五
冊
か
ら
な
る
。
表
紙
左
肩
に
題
簽

を
貼
り
、
書
名
の
摽
有
梅
お
よ
び
巻
数
を
記
す
。
各
冊
の
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

巻
一　

縦
二
七
・
三
㎝
×
横
一
九
・
七
㎝

　
　

巻
二　

縦
二
六
・
六
㎝
×
横
一
九
・
五
㎝

　
　

巻
三　

縦
二
七
・
六
㎝
×
横
一
九
・
八
㎝

　
　

巻
四　

縦
二
七
・
九
㎝
×
横
一
九
・
九
㎝

　
　

巻
五　

縦
二
八
・
七
㎝
×
横
二
〇
・
三
㎝

　

各
巻
の
見
返
し
に
は
、「
関
西
大
学
図
書
館
蔵
記
」
印
が
、
各
巻
の
本
文
冒
頭
右
下

に
は
、「
梅
園
」
印
が
押
さ
れ
る
。

　

丁
数
は
巻
一
が
三
三
丁
、
巻
二
が
三
六
丁
、
巻
三
が
三
五
丁
、
巻
四
が
三
五
丁
、

巻
五
が
四
〇
丁
で
二
五
丁
裏
か
ら
四
〇
丁
裏
は
白
紙
で
あ
る
。
巻
一
か
ら
巻
四
の
本

紙
は
、
薄
い
雁
皮
紙
と
考
え
ら
れ
る
紙
を
用
い
、
装
束
の
紋
様
な
ど
を
中
心
に
写
し

と
っ
た
も
の
を
紙
縒
綴
に
し
、
袋
の
中
に
は
透
け
な
い
よ
う
に
本
紙
よ
り
は
厚
い
紙

を
一
枚
挟
む
。
巻
五
の
み
他
巻
よ
り
も
厚
め
の
紙
を
本
紙
に
用
い
、
袋
内
に
は
紙
を

挟
ま
ず
、
写
し
た
古
器
物
な
ど
の
紙
を
本
紙
に
貼
り
込
む
こ
と
が
中
心
に
な
る
。

　

巻
一
か
ら
巻
四
の
掲
載
対
象
は
、
狩
衣
な
ど
の
装
束
の
紋
様
や
神
文
、
古
鏡
の
紋

様
、
絵
巻
に
み
え
る
紋
様
な
ど
で
あ
り
、
各
種
「
紋
様
」
に
重
き
を
置
い
た
内
容
で

あ
る
。
一
方
巻
五
で
は
、
冒
頭
に
東
大
寺
法
華
堂
内
の
手
水
屋
の
絵
か
ら
始
ま
り
、



二
二

さ
ま
ざ
ま
な
古
器
物
等
の
模
写
類
を
収
載
す
る③
。
こ
う
し
た
掲
載
対
象
の
違
い
は
、

写
し
方
や
紙
質
の
違
い
に
も
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
巻
一
か
ら
巻
四
は
薄
い
紙

を
用
い
て
、
下
に
置
い
た
紋
様
を
写
し
と
り
、
そ
の
紙
を
本
紙
と
し
て
綴
じ
て
お
り
、

巻
五
は
別
紙
に
模
写
し
た
も
の
を
本
紙
に
収
ま
る
様
に
切
り
取
り
、
貼
り
つ
け
る
こ

と
が
主
と
な
る
。

　

ま
た
各
巻
に
押
さ
れ
た
「
梅
園
」
印
か
ら
、
関
大
本
『
摽
有
梅
』
は
野
里
梅
園
の

自
筆
と
考
え
ら
れ
、
巻
五
の
途
中
二
五
丁
裏
か
ら
巻
末
ま
で
白
紙
が
続
く
こ
と
等
か

ら
も
、
稿
本
と
思
わ
れ
る
。

二
　
関
大
本
に
み
え
る
大
田
南
畝
の
序
文

　

関
大
本
『
摽
有
梅
』
巻
一
の
大
田
南
畝
序
文
は
、
巻
一
の
一
丁
表
・
裏
・
二
丁
表

に
か
け
て
貼
り
込
ま
れ
て
い
る④
。
貼
り
込
ま
れ
た
紙
に
は
、
縦
の
折
り
目
が
見
え
る

の
で
、
江
戸
に
い
る
大
田
南
畝
よ
り
書
簡
の
よ
う
に
折
り
畳
ま
れ
て
、
大
坂
の
野
里

梅
園
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　

大
田
南
畝
の
序
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

【写真 1】関大本『摽有梅』巻一　大田南畝序文　一丁表



二
三

摽
有
梅
序

摽ヒ
ヤ
ウ
ユ
ウ
バ
イ

有
梅
は
浪
花
の
梅
園
主
人

の
拾ヒ
ロ

い
あ
つ
む
る
所
な
り
。
摽オ
ツ

る

も
の
梅
あ
り
、
そ
の
み
七
つ
。
我
に

求
る
書
肆
、
そ
の
吉
日
に
及
び
、
摽オ
ツ

る

も
の
梅
あ
り
、
そ
の
実ミ

五
つ
。
我
に
求
る

書
肆
、
そ
の
物
語
に
及
び
、
摽オ
ツ

る
も
の

梅
あ
り
、
そ
の
み
三
つ
。
我
に
求
る
書
肆
、

そ
の
今ケ

フ日
の
売
出
し
に
及
ぶ
。
七
と
い
ひ

五
と
い
ふ
五
を
か
さ
ぬ
れ
ば
十
と
な
り
、

三
つ
と
い
ふ
、
あ
は
せ
て
七
十
三
の
翁
。
小
説

九
百
の
そ
れ
な
ら
で
、
虚ウ

ソ言
八
百
里
の

武ム
サ
シ
ノ

蔵
野
か
ら
、
禿チ
ビ

た
る
筆
の
毛

三
千
丈
、
た
の
み
に

よ
り
て
か
く
の

ご
と
く
長
し
。

辛
巳
小
春　
　

遠
桜
山
人　
（
印
「
蜀
山
」）

　

大
田
南
畝
の
序
文
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
月
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
書

名
の
典
拠
と
さ
れ
た
中
国
の
古
典
『
詩
経
』
に
載
る
詩
「
摽
有
梅⑤
」
に
基
づ
き
な
が

ら
も
、
南
畝
が
巧
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
文
章
で
あ
る
。
浪
花
の
梅
園
主
人
が
拾
い
集

め
た
資
料
が
つ
い
に
売
り
出
さ
れ
る
に
及
ん
だ
こ
と
を
宣
言
す
る
内
容
で
、
お
ち
た

梅
の
実
の
数
に
自
ら
の
年
齢
、
七
十
三
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
最
後
に
は
武
蔵
野
に

【写真 2】関大本『摽有梅』巻一　大田南畝序文　一丁裏・二丁表



二
四

〇
狂
歌
師　

鶴
廼
屋
乎
佐
麿

大
坂
三
年
寄
の
内　

野
里
四
郎
左
衛
門
隠
居　

出
生
江
戸
の
人

故
あ
っ
て
此
地
へ
来
り
住
居
す
る
こ
と
二
十
年　

南
畝
社
中
也

浪
花
に
て
も
社
中
多
く
し
て
頗
風
流
家
の
高
名
な
り　

年

八
十
一
歳
に
し
て
壮
健
無
事　
（
下
略
）

　

平
亭
銀
鶏
は
、
上
州
甘
楽
郡
七
日
市
の
前
田
家
の
藩
医
で
、
主
君
が
天
保
五
年
（
一

八
三
四
）
八
月
四
日
か
ら
翌
天
保
六
年
八
月
四
日
ま
で
加
番
と
し
て
大
坂
に
赴
任
し

た
た
め
、
藩
医
と
し
て
同
行
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
付
き
合
い
の
あ
っ
た
人
物
と
し

て
、
梅
園
の
父
を
狂
歌
師
と
し
て
記
し
、
現
在
は
隠
居
し
て
い
る
が
、
江
戸
生
ま
れ

で
二
十
年
前
に
大
坂
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
大
坂
三
郷
の
惣
年
寄
を
勤
め
た
人
物
と

紹
介
す
る
。
さ
ら
に
南
畝
社
中
と
い
い
、
浪
花
に
お
い
て
も
社
中
を
持
ち
、
風
流
家

と
し
て
名
が
高
い
と
評
す
る
。

　

梅
園
自
身
も
父
の
次
に
「
古
物
家
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る⑪
。

古
物
家　

野
里
四
郎
左
衛
門

上
に
い
ふ
処
の
三
年
寄
の
一
人
な
り　

号
を
梅
園
と
い
ふ　

書
画

并
ニ
人
形
雑
器
等
の
古
物
夥
く
た
く
は
ふ　

其
古
物
の

目
録
を
記
し
た
る
小
冊
子
あ
り　

狂
歌
を
能
し
画
を

こ
の
む　

年
ニ
十
二
月
下
旬
出
府
し
て　
　

御
城
へ
出

年
始
の
御
祝
儀
申
上
る
よ
し　

至
て
家
柄
な
る
人
な
り

長
崎
に
あ
る
処
の
三
年
寄
同
前
の
役
儀
な
る
よ
し　

大
坂

に
て
も
市
中
の
用　

格
別
の
こ
と
に
し
て
江
戸
の
年
寄
ゟ
も

其
勢
強
し

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
野
里
梅
園
の
父
は
江
戸
か
ら
大
坂
に
移
住
し
た
人
物
で
、

い
る
南
畝
が
（
大
坂
の
）
野
里
梅
園
に
頼
ま
れ
て
書
い
た
も
の
が
長
く
な
っ
た
と
結

ぶ
。
署
名
は
遠
桜
山
人
で
、「
蜀
山
」
の
印
を
押
す⑥
。

　

浜
田
義
一
郎
ほ
か
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
八
巻
に
は
、
関
大
本
『
摽
有
梅
』

大
田
南
畝
の
序
文
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
、
自
筆
序
文
と
す
る⑦
。

三
　
野
里
梅
園
と
大
田
南
畝

　
『
摽
有
梅
』
を
作
成
・
編
集
し
た
野
里
梅
園⑧
（
一
七
八
五
～
未
詳
）
は
名
を
嵩
年
、

通
称
を
四
郎
左
衛
門
と
い
い
、
煎
茶
を
嗜
み
、
古
物
の
鑑
定
に
長
じ
、
狂
歌
や
書
画

も
よ
く
し
た
人
物
と
し
て
評
さ
れ
る
。
大
坂
町
奉
行
の
も
と
で
、
市
政
を
担
う
惣
年

寄
（
南
組
）
を
勤
め
た
。
そ
の
職
務
の
な
か
に
は
、
本
屋
仲
間
と
奉
行
所
の
間
に
入

り
、
本
屋
仲
間
か
ら
開
版
許
可
を
求
め
て
提
出
さ
れ
る
稿
本
の
調
査
も
あ
っ
た
。

　

著
書
に
は
、『
摽
有
梅
』
を
原
資
料
と
し
て
、
各
地
の
社
寺
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
古

器
物
や
古
書
画
、
現
在
の
考
古
遺
物
に
あ
た
る
対
象
の
模
写
等
を
収
め
た
好
古
図
譜

『
梅
園
奇
賞
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
刊
行
さ
れ
、
翌
十
二

年
に
大
坂
の
書
肆
河
内
屋
源
七
郎
に
よ
り
売
り
弘
め
ら
れ
た
。『
梅
園
奇
賞
』
巻
頭
の

題
字
は
、
松
軒
主
人
こ
と
、
浜
松
藩
主
水
野
忠
邦
が
揮
毫
し
て
い
る
。

　

ま
た
多
治
比
郁
夫
氏
に
よ
る
と
、
梅
園
の
文
事
は
狂
歌
を
も
っ
て
始
ま
り
、
終
生

継
続
し
た
と
い
う
。
梅
園
の
狂
歌
師
と
し
て
の
名
は
大
江
亍
里
で
、
そ
の
父
も
浦
辺

沖
風
の
名
で
狂
歌
を
詠
み
、
と
も
に
鶴
廼
屋
乎
佐
丸
の
門
下
で
あ
っ
た⑨
。

　

平
亭
銀
鶏
『
難
波
金
城
在
番
中　

銀
鶏
雑
記
』
三
に
は
、
梅
園
の
父
を
次
の
よ
う

に
紹
介
す
る⑩
。

常
盤
町
壹
丁
目
谷
丁
少
シ
西
へ
入



二
五

じ
え
た
門
人
た
ち
が
、
愉
快
な
戯
文
や
狂
詩
、
狂
歌
を
作
っ
て
楽
し
む
お
お
ら
か
な

気
風
が
あ
っ
た
よ
う
だ⑭
。
後
に
、
南
畝
と
と
も
に
江
戸
の
狂
歌
を
大
成
し
た
平
秩
東

作
、
唐
衣
橘
洲
、
朱
楽
菅
江
な
ど
も
賀
邸
門
下
で
あ
っ
た
。

　

天
明
の
狂
歌
ブ
ー
ム
を
経
て
、
南
畝
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
松
平
定
信
の
人

材
登
用
政
策
の
一
つ
で
あ
る
学
問
吟
味
を
優
秀
な
成
績
で
合
格
し
た
後
、
寛
政
八
年

に
支
配
勘
定
に
抜
擢
さ
れ
る
。
そ
し
て
自
身
は
、
能
吏
と
し
て
の
道
を
歩
み
な
が
ら

も
、
文
事
に
も
関
わ
り
続
け
、
広
い
交
遊
関
係
を
築
き
、
身
分
的
に
は
格
上
の
旗
本

の
文
人
た
ち
と
の
交
流
も
重
ね
て
い
る⑮
。

　

寛
政
十
三
年
（
二
月
五
日
に
改
元
し
て
享
和
元
年
）
一
月
十
一
日
に
は
、
大
坂
銅

座
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
三
月
か
ら
翌
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
三
月
ま
で
、
大
坂
に

滞
在
し
た⑯
。
勤
務
先
の
銅
座
は
土
佐
堀
川
に
臨
む
過
書
町
に
あ
り
、
鉱
山
か
ら
粗
銅

を
集
荷
し
、
精
錬
し
て
長
崎
か
ら
輸
出
す
る
銅
や
国
内
向
け
の
地
売
銅
の
鋳
造
、
販

売
、
輸
送
な
ど
の
管
理
統
制
を
行
っ
た⑰
。

　

南
畝
は
、
こ
の
在
坂
生
活
の
な
か
で
、
銅
座
勤
務
を
こ
な
し
な
が
ら
も
、
公
務
の

い
と
ま
に
大
坂
行
楽
に
出
か
け
、
交
遊
関
係
も
広
が
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
本
草
学

者
で
文
人
、
古
今
の
珍
本
や
器
物
の
大
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
木
村
蒹
葭
堂
と
も
会

い
、
そ
の
死
去
の
直
前
ま
で
双
方
行
き
来
を
重
ね
て
い
る⑱
。

　

野
里
梅
園
と
大
田
南
畝
と
の
関
係
は
、
関
大
本
『
摽
有
梅
』
の
序
文
以
外
に
は
、

序
文
と
同
年
の
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
近
松
門
左
衛
門
墓
碑
銘
を
、
大
田
南
畝

の
撰
文
に
よ
っ
て
、
野
里
梅
園
が
建
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る⑲
。

　

以
上
よ
り
野
里
梅
園
の
父
は
江
戸
よ
り
移
住
し
、
南
畝
の
社
中
で
も
あ
っ
た
と
す

る
と
、
大
田
南
畝
と
は
江
戸
以
来
の
交
流
が
続
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
大
坂
に
移
っ

大
田
南
畝
の
社
中
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
大
坂
に
お

い
て
父
子
と
も
惣
年
寄
を
勤
め
（
勤
め
た
）
人
物
で
あ
り
な
が
ら
も
、
狂
歌
師
と
し

て
の
顔
も
持
っ
て
い
た
。
ま
た
野
里
梅
園
自
身
の
も
と
に
は
、
古
物
が
夥
し
く
収
集

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
目
録
で
あ
る
小
冊
子
の
存
在
も
記
さ
れ
る
。

　

平
亭
銀
鶏
以
外
に
も
、
主
君
の
大
坂
城
代
就
任
に
よ
り
来
坂
し
た
学
者
や
武
士
た

ち
の
日
記
に
野
里
梅
園
は
記
さ
れ
、「
多
く
古
器
古
書
画
を
蔵
す
」（『
慊
堂
日
暦
』
文

政
十
二
年
八
月
十
三
日
条
）、「
古
物
好
の
風
流
家
也
」（『
大
坂
日
記
』
天
保
三
年
三

月
三
日
条
）
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た⑫
。

　

一
方
の
大
田
南
畝⑬
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
は
、
こ
と
ば
を
あ
や
つ
る
才
能
に

恵
ま
れ
、
漢
詩
を
出
発
点
に
し
な
が
ら
も
、
十
代
で
狂
詩
・
狂
文
作
者
と
し
て
江
戸

文
壇
に
登
場
し
、
二
十
代
で
狂
歌
ブ
ー
ム
の
中
心
人
物
と
し
て
世
に
知
ら
れ
、
戯
作

者
と
し
て
も
作
品
を
残
し
た
。
今
年
（
二
〇
二
三
年
）
は
没
後
二
〇
〇
年
と
な
る
年

で
あ
る
。

　

南
畝
は
雅
号
で
あ
り
、
通
称
直
二
郎
、
字
は
子
耜
、
名
は
覃
、
狂
歌
師
と
し
て
の

狂
名
は
、
四
方
赤
良
と
い
っ
た
。
五
十
代
で
の
大
坂
銅
座
勤
務
を
経
て
、
銅
の
異
名

で
あ
る
「
蜀
山
居
士
」
に
ち
な
ん
だ
、
蜀
山
人
の
雅
号
も
用
い
た
。

　

大
田
家
は
代
々
、
幕
府
の
徒
士
衆
を
勤
め
、
七
十
俵
五
人
扶
持
の
御
目
見
以
下
の

御
家
人
で
、
下
級
の
幕
臣
で
あ
っ
た
。
生
家
の
家
格
は
高
く
は
な
く
、
豊
か
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
多
賀
谷
常
安
に
つ
い
て
漢
文
を
学
び
始
め
、
十
五
歳
の
と
き
国

学
の
師
と
し
て
内
山
賀
邸
に
入
門
、
十
八
歳
の
時
に
は
儒
学
の
師
と
し
て
松
崎
観
海

に
入
門
し
学
問
を
続
け
た
。
内
山
賀
邸
の
門
下
で
は
、
和
文
を
自
在
に
綴
る
基
盤
を

養
い
、
師
の
賀
邸
が
狂
歌
を
も
詠
む
人
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
門
下
に
は
、
師
を
ま



二
六

梅
』
が
世
に
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
内
容
を
も
つ
。
現
在
は
、
稿
本
と
し
て

各
所
に
所
蔵
さ
れ
る
自
筆
本
や
転
写
本
が
知
ら
れ
る
『
摽
有
梅
』
で
あ
る
が
、
南
畝

の
序
文
か
ら
は
、
野
里
が
『
摽
有
梅
』
の
出
版
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
序
文
は
、
他
の
写
本
に
は
見
え
ず
、
関
大
本
『
摽
有
梅
』
の
み
で
あ
り
、

野
里
が
自
身
の
著
作
と
し
て
出
版
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

【
注
】

①		

多
治
比
郁
夫
「
野
里
梅
園
の
こ
と
」（
森
銑
三
ほ
か
編
『
随
筆
百
花
苑
』
第
一
〇
巻
付

録
第
一
五
号
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）、
同
『
京
阪
文
芸
史
料
』
三
（
青
裳
堂
書

店
、
二
〇
〇
五
年
再
録
）。

②		

『
摽
有
梅
』
は
、
神
宮
文
庫
本
に
三
冊
（
う
ち
上
・
下
の
二
冊
は
自
筆
本
、
神
宮
文
庫

本
の
転
写
本
を
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
）、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫

に
十
冊
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
二
冊
（
う
ち
一
冊
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
加
賀

文
庫
本
の
十
冊
に
続
く
も
の
、
ほ
か
一
冊
は
神
宮
文
庫
本
上
の
抄
録
）。
東
京
都
立
中
央

図
書
館
加
賀
文
庫
本
十
冊
は
、
森
銑
三
「
読
書
日
記
」（
森
銑
三
『
森
銑
三
著
作
集
続
編

第
十
四
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
）
二
一
九
頁
に
「
野
里
梅
園
の
『
摽
有
梅
』

原
本
十
冊
、『
梅
園
奇
賞
』
の
原
を
な
す
書
な
り
。
そ
の
忠
実
な
る
模
写
影
写
大
部
分
を

占
め
、
間
々
拓
本
あ
り
。
…
」
と
あ
る
。
ま
た
同
氏
著
作
集
第
九
巻
に
収
め
る
「
書
物
」

（
三
九
六
頁
）
に
は
、「
大
阪
の
野
本
（
マ
マ
）
梅
園
の
貼
込
帖
『
摽
有
梅
』
は
内
容
に

富
ん
だ
も
の
で
、
原
本
は
洗
雲
亭
文
庫
の
所
蔵
だ
つ
た
が
、
そ
の
欠
け
て
ゐ
る
一
巻
が
、

三
河
の
岩
瀬
文
庫
に
入
つ
て
ゐ
た
。」
と
記
す
。
洗
雲
亭
文
庫
は
、
加
賀
文
庫
の
原
蔵
者

加
賀
豊
三
郎
氏
の
文
庫
。

て
か
ら
も
、
狂
歌
と
の
関
わ
り
や
、
古
文
物
に
興
味
を
持
つ
者
同
士
の
繋
が
り
等
か

ら
、『
摽
有
梅
』
序
文
や
近
松
門
左
衛
門
墓
碑
銘
の
撰
文
の
依
頼
が
梅
園
か
ら
南
畝
へ

な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
関
大
本
『
摽
有
梅
』
の
紹
介
と
と
も
に
、
そ
こ
に
収
載
さ
れ
る
大
田
南
畝

自
筆
序
文
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
序
文
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
月
に
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
南
畝
七
十
三
歳
、
梅
園
三
十
八
歳
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
南
畝
は
、

文
政
六
年
に
亡
く
な
る
の
で
、
晩
年
と
い
え
る
時
期
で
あ
る
。

　

本
資
料
紹
介
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、	

関
大
本
『
摽
有
梅
』
は
、
巻
一
か
ら
巻
五
の
五
冊
本
で
あ
り
、
各
巻
の
本
文
冒

頭
に
押
さ
れ
た
「
梅
園
」
印
か
ら
、
野
里
梅
園
の
自
筆
本
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、	

巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
本
紙
は
薄
い
雁
皮
紙
と
考
え
ら
れ
る
紙
を
用
い
、
装
束
の

紋
様
な
ど
を
中
心
に
写
し
と
っ
て
い
る
。
巻
五
の
本
紙
は
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で

よ
り
も
厚
め
の
紙
を
用
い
、
古
器
物
を
模
写
し
た
紙
を
貼
り
込
む
こ
と
が
中
心

と
な
り
、
収
載
内
容
の
変
化
が
見
え
る
。
ま
た
巻
五
の
二
五
丁
裏
以
降
巻
末
ま

で
は
白
紙
が
続
く
こ
と
等
か
ら
、
稿
本
と
言
え
る
。

三
、	

大
田
南
畝
の
自
筆
序
文
は
、
巻
一
の
一
丁
表
か
ら
二
丁
表
に
か
け
て
、
本
紙
よ

り
も
少
し
小
さ
め
の
三
枚
の
紙
に
書
か
れ
、
そ
れ
を
貼
り
込
む
形
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
貼
り
込
ま
れ
た
紙
に
は
、
折
り
目
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
大
田
南
畝

か
ら
野
里
梅
園
の
も
と
に
書
簡
の
よ
う
に
送
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

関
大
本
『
摽
有
梅
』
に
収
載
さ
れ
る
大
田
南
畝
の
序
文
は
、
野
里
梅
園
の
『
摽
有



二
七

巻　

文
学
と
美
術
の
成
熟
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）

⑯		

前
掲
注
⑬
浜
田
義
一
郎
著
書
一
六
八
～
一
八
〇
頁
、
野
口
武
彦
著
書
一
八
五
～
二
一

八
頁
、
沓
掛
良
彦
著
書
一
七
一
～
一
九
二
頁
。

⑰		

「
銅
座
」（
太
田
勝
也
）『
国
史
大
辞
典
』
第
一
〇
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）、

浅
尾
直
弘
（
監
修
）・
住
友
資
料
館
（
編
集
）『
住
友
の
歴
史
』
上
（
思
文
閣
出
版
、
二

〇
一
三
年
）
一
四
二
～
一
四
五
頁
。

⑱		

前
掲
注
⑬
野
口
武
彦
著
書
二
一
二
頁
。

⑲		

浜
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
六
五

〇
・
六
五
一
頁
。

【
付
記
】

　
　

関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
『
摽
有
梅
』
に
つ
い
て
は
、
同
大
客
員
教
授
徳
田
誠
志
先
生

が
、
そ
の
存
在
に
注
目
さ
れ
調
査
を
行
わ
れ
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
調
査
を
進
め
ま
し

た
。
本
稿
作
成
に
あ
っ
て
は
、
同
先
生
に
多
大
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③		

徳
田
誠
志
「
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
木
村
蒹
葭
堂
旧
蔵
の
馬
形
埴
輪
に
つ
い
て
」

（『
阡
陵
』
七
九
、
二
〇
一
九
年
）

④		
各
丁
に
貼
り
込
ま
れ
た
序
文
は
三
枚
で
、
各
縦
二
四
・
七
㎝
×
横
一
七
・
六
㎝
を
測

る
。

⑤		

吉
川
幸
次
郎
『
中
国
詩
人
選
集
第
一
巻　

詩
経
国
風
上
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八

年
）
八
三
・
八
四
頁
。

⑥		

署
名
の
「
遠
桜
山
人
」
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
二
月
に
小
金
井
で
の
花
見
の

際
に
号
し
た
も
の
（
六
十
一
歳
）、
印
の
「
蜀
山
」
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
大

坂
銅
座
出
張
か
ら
の
号
で
あ
る
（
五
十
三
歳
）。
野
口
武
彦
『
蜀
山
残
雨　

大
田
南
畝
と

江
戸
文
明
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

⑦		

浜
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
五
六

八
頁
。
本
稿
も
基
本
的
に
こ
の
翻
刻
を
参
照
し
、
一
部
訂
正
を
加
え
た
。

⑧		

前
掲
注
①
参
照
。

⑨		

前
掲
注
①
参
照
。

⑩		

中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
浪
花
の
噂
話
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
二
九
五
頁
、
藪
田

貫
『
武
士
の
町　

大
坂
』（
講
談
社
、
二
〇
二
〇
年
）
一
五
一
頁
。

⑪		

中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
浪
花
の
噂
話
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
二
九
六
頁
。

⑫		

山
崎
勝
昭
「
野
里
梅
園
を
め
ぐ
る
人
々
」『
俗
地
と
文
人
―
幕
末
期
大
坂
の
萩
原
広

道
―
』（
ユ
ニ
ウ
ス
、
二
〇
一
八
年
）
九
二
・
一
〇
四
頁
。

⑬		

浜
田
義
一
郎
『
人
物
叢
書　

大
田
南
畝
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）、
野
口
武

彦
『
蜀
山
残
雨　

大
田
南
畝
と
江
戸
文
明
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
沓
掛
良
彦
『
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　

大
田
南
畝
―
詩
は
詩
佛
書
は
米
庵
に
狂
歌
お
れ
―
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。

⑭		

前
掲
注
⑬
沓
掛
良
彦
著
書
二
二
頁
。

⑮		

宮
崎
修
多
「
大
田
南
畝
に
お
け
る
雅
と
俗
」（
中
野
三
敏
編
『
日
本
の
近
世　

第
一
二




